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申請の概要 

舌の悪性腫瘍術後において、手術部位やその範囲に応じて摂食嚥下障害、構音障害等が出現する。また、術後において

は、腫瘍切除によって舌の筋量は減少するとともに、創部の瘢痕拘縮によって、舌の状態変化がみられる。本研究では、

本学附属病院口腔外科第 1 科において、頭頸部癌診療ガイドライン（日本頭頸部癌学会編 2018 年版）の舌癌の病期診断

（TNM 分類）の T の分類にて T1～T3 と診断された患者様を対象として、舌の筋質（筋量・輝度・硬度）などを健常者

と比較する。また従来実施している口腔リハビリテーションに栄養指導を併用することによって、舌に筋量等が変化し、

これら機能障害改善に有効であるのかについて検討する。本研究によりこれらの器質的変化と栄養指導の有用性を明らか

にすることができれば、舌腫瘍術前後の患者への口腔リハビリテーションや適性な栄養介入を行うことで生活の質の向上

へとつながり、社会貢献度も大会ことが期待される。 




